
▲スキーをする人たちでにぎわう三角山

表
情
豊
か
な

西
区
の
山
々

西
区
の
南
西
部
一
帯
は
手

稲
山
を
は
じ
め
と
し
て
、
い

く
つ
も
の
山
々
が
連
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
山
頂
が
西
区

に
あ
り
、
国
土
地
理
院
発
行

の
二
万
五
千
分
の
一
の
地
形

図
に
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い

る
山
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

て

い
ね
や
ま

手
稲
山(

一
〇
二
三
・
七
〇
㍍
）

昔
も
今
も
西
区
の
主
峰

昭
和
四
十
八
年
、
札
幌
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
会
場
と
な
っ
た
手
稲
山
。

ア
イ
ヌ
民
族
は
、
そ
の
険
し
さ
に

難
儀
し
て
「
タ
ン
ネ
・
ウ
ェ
ン
・

シ
リ
」（
長
い
悪
い
山
）
と
呼
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
手
稲
の
語
源

は
ア
イ
ヌ
語
の
「
テ
イ
ネ
・
イ
」

（
ぬ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
湿
地
）

か
ら
き
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
の
手
稲
区
と
の
分
区

に
よ
り
、
南
側
一
帯
が
現
在
の
西

区
の
区
域
と
な
り
ま
し
た
が
、
山

頂
の
三
角
点
は
西
区
側
に
あ
り
ま

す
。
ス
キ
ー
場
や
遊
園
地
な
ど
の

施
設
が
あ
る
北
側
に
比
べ
、
南
側

は
今
な
お
深
い
山
の
雰
囲
気
を
漂

わ
せ
て
い
ま
す
。

さ
ん
か
く
や
ま

三
角
山
（
三
一
一
・
〇
七
㍍
）

昔
は
ス
キ
ー
の
中
心
地

山
の
形
か
ら
一
目
で
名
前
が
浮

か
ん
で
く
る
三
角
山
。
昔
、
発
寒

に
住
ん
で
い
た
ア
イ
ヌ
民
族
は
、

ハ
チ
ャ
ム
・
エ
プ
イ
（
発
寒
の
つ

ぼ
み
山
）
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

大
正
十
五
年
に
は
、
当
時
と
し

て
は
日
本
一
の
規
模
の
札
幌
シ
ャ

ン
ツ
ェ
が
、
昭
和
に
入
る
と
、
大

回
転
競
技
場
が
作
ら
れ
る
な
ど
、

そ
の
昔
、
三
角
山
一
帯
は
ス
キ
ー

の
中
心
地
と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

ご

て
ん
ざ
ん

五
天
山
（
三
〇
三
・
五
㍍
）

平
野
に
突
き
出
た
神
の
山

平
和
と
福
井
、
琴
似
発
寒
川
と

左
股
川
に
は
さ
ま
れ
て
立
つ
五
天

山
。
昭
和
十
年
に
付
近
の
農
民
の

お
お

く
に

ぬ
し
の

お
お

か
み

一
人
に
大
国
主
大
神
の
お
告
げ
が

あ
り
、
有
志
の
手
に
よ
り
神
社
が

建
て
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ

し
ゃ

か

は
釈
迦
の
国
イ
ン
ド
の
山
を
意
味

す
る
五
天
山
神
社
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
無
名
の
山

が
五
天
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

現
在
は
、
平
成
二
十
年
に
完
成

予
定
の
西
区
初
の
総
合
公
園
「
五

天
山
公
園
」
の
造
成
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
採
石
に
よ
り
削
ら
れ

た
山
の
斜
面
を
緑
で
復
元
し
、
地

形
を
生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
景
観

に
な
り
ま
す
。

あ

べ

や
ま

阿
部
山
（
七
〇
三
㍍
）

金
銀
採
掘
の
夢
は
る
か

平
和
の
滝
に
向
か
う
と
、
琴
似

発
寒
川
と
こ
の
辺
り
で
合
流
す
る

宮
城
沢
川
と
の
間
に
阿
部
山
が
望

ま
れ
ま
す
。
山
の
名
は
最
初
の
所

有
者
の
名
前
だ
と
い
い
ま
す
。

明
治
の
末
か
ら
昭
和
十
二
年
こ

ろ
ま
で
、
札
幌
鉱
山
と
し
て
金
銀

銅
が
採
掘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最

盛
期
に
は
作
業
員
五
百
人
を
数
え

る
ほ
ど
の
活
気
を
見
せ
た
と
い
う

阿
部
山
も
、
今
は
ひ
っ
そ
り
と
た

た
ず
ん
で
い
ま
す
。

ひ
ゃ
く

ま
つ
さ
わ
や
ま

百
松
沢
山（
一
〇
三
八
・
一
㍍
）

ス
キ
ー
愛
好
家
が
登
る
山

西
区
と
南
区
の
境
界
線
上
に
あ

る
百
松
沢
山
。
名
前
の
由
来
は
、

「
百
松
と
い
う
人
が
最
初
に
入
植

し
た
」
と
い
う
説
と
「
エ
ゾ
マ
ツ

や
ト
ド
マ
ツ
が
多
か
っ
た
た
め
」

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

琴
似
発
寒
川
の
左
股
上
流
に
あ

る
こ
の
山
は
、
そ
の
形
状
か
ら
、

三
段
山
の
別
名
も
あ
り
ま
す
。
山

頂
ま
で
の
登
山
道
が
な
い
た
め
、

夏
に
登
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、

冬
は
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

手軽に自然に親しむことのできる登山。しかし、かけがえのない自然に触れるのですから、最低限のマナーは守りたいものです。また、
レジャーとして楽しむためには、安全で事故のない登山がもっとも重要です。十分な備えをしてのぞみましょう。

■大切な自然、環境を守るため、ごみは必ず各自で持ち帰りまし
ょう。水に溶けないティッシュペーパーも捨てないでください。

■生ごみは、埋めても腐るだけで肥料にはなりません。クマをお
びき寄せる原因にもなります。必ず持ち帰りましょう。

■登山道は登り優先です。下りの人は待ってあげましょう。

■動植物を取ったり傷つけたりするのはやめましょう。

■歩行中の喫煙はやめましょう。また、森林を火災から守るため、
火気の取り扱いには十分注意しましょう。

■ヒグマに出会わないよう注意しましょう（前ページ参照）。ま
た、スズメバチ、マムシなどにも気を付けましょう。

■夏でもなるべく肌が露出しない服装で出かけましょう。ハチだ
けでなく、触れるとかぶれやすい植物もあります。

※ これらの情報は市、北海道のガイドなどから抜粋しました。

手稲山
↓

考えてみませんか…②登山のマナーのこと

阿部山
↓

百松沢山
↓

八八軒軒１１００条条西西１１３３丁丁目目かからら眺眺めめるる西西区区のの山山々々

五天山
↓

三角山
↓
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